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１．概要（Summary） 

テラヘルツ領域に共鳴を持つ金属メタリアルを作成す

ることで、テラヘルツ波の電場や磁場の効果を増強し、テ

ラヘルツ波による物性制御を試みた。また、磁性体および

非磁性金属薄膜によるヘテロ構造試料を作成し、光照射

によりテラヘルツ波の観測に成功した。膜厚の違いにつ

いて詳細に調べた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム 

多元 DC/RF スパッタ装置 

電子ビームリソグラフィー装置 

マスクアライナー 

RFスパッタ装置(合成 PF) 

【実験方法】 

スパッタ装置を用いて、0.5 mm 厚の合成石英基板の

上に、磁性金属であるコバルト 10 nmおよび非磁性金属

であるプラチナ 5 nmを成長させた。またプラチナの厚み

を 0.5 nmから 20 nmまで変化させ、膜厚の依存性を調

べた。試料表面にフェムト秒パルスレーザー800 nmを照

射し、試料表面より放射されるテラヘルツ波を EO サンプ

リング法により検出した。 

  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 が、観測されたテラヘルツ波である。石英基板の

み、石英基板にコバルトをつけたもの、石英基板にコバル

トおよびプラチナをつけたもので比較した。基板からの放

射は無いことがわかる。コバルトおよびプラチナのものは

もっとも強い放射が観測された。この放射は、レーザー照

射による磁性コバルト層にて、光励起スピン流が生じ、そ

れがヘテロ界面により逆スピンホール効果によって、過渡

電流が誘起されたために放射されたものである。また膜厚

依存性の結果よりプラチナ層 5 nm が最も効率良く逆

スピンホール効果が生じることが分かった。 

 

 
Fig. 1 THz waveforms emitted from magnetic films 
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